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図１　斜面における土砂移動現象の分類  1)

図２　斜面における土砂移動現象の模式図  1)

　日本では土砂災害によって生命・財産が脅かされ

る危険性がある場所を、斜面崩壊、地すべり、土石

流に分類して土砂災害警戒区域等を指定している。

この分類は、日頃からハザードマップや天気予報な

どで目にする機会も多く、多くの人にとって馴染み

のある分類ではないだろうか。一方で、新聞やテレ

ビなどで災害報道を見ていると、落石、崖崩れ、山

崩れ、斜面崩壊などの用語を目にすることがある。

土砂災害を表すこれらの用語にはどの様な違いがあ

るのだろうか。

　土砂災害を表す言葉がたくさんある原因として、

発生する現象が単一の物理現象ではなく同時に複合

的に起こることがあげられる。例えば、斜面におけ

る土砂の移動現象によって誘発される災害のことを

一般には「土砂災害」と総称し広く使われているが、

研究者の間では斜面災害と呼ぶことの方が多い。こ

れは、災害後の状態（結果）に着目すると土砂によ

る被害であるが、災害の発生メカニズム（原因）に

着目すると斜面を起点とする災害であると考えるか

らである。また、研究分野が地質学、地形学、砂防

学、地盤工学、岩盤工学など多岐にわたることも用

語の統一を妨げる一因として紹介しておきたい。

　斜面災害を細かく見ると、斜面運動の違いによっ

て落石、岩盤崩壊、表層崩壊、深層崩壊、地すべり、

土石流に分類することができる。落石は石、岩塊が

落下したもの（小規模）、崖崩れは岩盤崩壊と同義で

あり、山崩れは一般に表層崩壊、深層崩壊を指すこ

とがわかる。また、斜面崩壊、地すべり、土石流の

分類に出てくる「斜面崩壊」は、落石、岩盤崩壊、

表層崩壊、深層崩壊の総称である。

参考　1) 斜面崩壊対策技術　メカニズム・センシ

ング・監視システム・新施工法、エヌ・ティー・エ

ス,2014

※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年度　平泉町・一般会計当初予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平泉町の22年度当初予算は、一

般会計の総額が46億4200万円で、

前年度当初と比較して（以下同）

15.1％の減となった。学習交流施

設について施工が一段落したほ

か、東北自動車道平泉スマートイ

ンターチェンジ（ＩＣ）の整備関

連も同スマートＩＣが開通を迎え

たことで大幅減となり、普通建設

事業費は72.0％もの減となる４億

912万7000円を計上した。学習交

流施設の運営にかかる費用をはじ

め、新型コロナウイルス感染症対

策や子育て対策に係る予算などを

盛り込んだ。

　歳入を見ると、町税は増で固定

資産税や軽自動車税の増などを見

込んだことを要因とする。地方交

付税は、普通交付税や特別交付税

の増などから増額を見込んだ。国

庫支出金は大幅増、県支出金も増

で、国庫支出金は新型コロナウイ

ルスワクチン接種対策費負担金の

増など、県支出金は文化財補助金

の増などによる。

　町債や繰入金は減を見込んでお

り、財政調整基金など主要基金を

一部取り崩して必要な財源を確保

した。

　歳入の性質別は、普通建設事業

費の内訳が、補助で大幅増、単独

で大幅減。災害復旧事業費は、前

年度と同額となっている。

　歳出の目的別は、土木費の大幅

増、大型事業が一段落した教育費

と消防費の大幅減が目立つ。この

ほか、農林水産業費が減、総務費

や民生費、商工費が増などとなっ

ている。

　22年度予算は、新型コロナウイ

ルス感染症対策、学習交流施設、

公共交通、産業振興、教育・福祉

など子育て対策に係る予算を主に

盛り込んだ。主な事業を見ると、

新規には平泉スマートＩＣ駐車場

トイレ整備に3880万円を措置し

た。町が同ＩＣ隣接に整備した11

00台規模の駐車場に関連して設け

るもので、建築や舗装に係る工事

費、設計費などが内容となってい

る。

　土木費には、町道長寿命化事業

を新たに設定。2900万円を充て、

舗装修繕を展開していく。

　継続事業は、学習交流施設につ

いて施工が進み、22年度予算に指

定管理料を計上。施設は、平泉字

志羅山地内に整備を計画し、図書

館、多目的ホール、公民館、子育

て支援機能、情報発信機能を備え

た施設で、平野組グループが事業

者。同グループが施設の設計・建

設・維持管理および運営業務を一

括して行い、本施設の所有、資金

調達に関しては町が行うＤＢＯ方

式により進める。

　土木費の町道整備はねずみ沢線

と樋の沢大佐線に4060万円。ねず

み沢線は施工を推進、樋の沢大佐

線はルートの検討を進める。

　橋梁長寿命化事業には3159万円

を措置し、修繕や維持工事を計画

する。スマートＩＣの整備効果に

係る調査、高田前団地排水設備工

事や河川の緊急浚渫推進工事に関

する費用なども、土木費には盛り

込まれた。

　無量光院跡復元整備などを内容

とする史跡保存修理事業は7437万

円で、うち復元整備工事費には48

79万6000円。農林水産業費は、県

営の農村地域防災減災事業への補

助金などを盛り込んだ。このほか、

デジタル化推進事業などを計画し

ている。

　特別会計、企業会計は、下水道

事業会計の資本的支出が２億1127

万5000円となっている。汚水管渠

布設などを計画している。

　水道事業会計の資本的支出は、

水道事業に２億2542万1000円、簡

易水道事業に２億1231万3000円を

計上。いずれも、配水管整備など

を内容としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は22日付で、一般競争の北上

川上流治水対策検討業務を公告し

た。４月12日までの申請、入札締

切は５月11日、翌12日の開札を予

定している。（関連７面）

　今回の業務では、北上川上流河

川改修において、近年の気象状況、

社会情勢、土地利用状況等を踏ま

え、効率的かつ効果的な治水対策

の検討を行う。内容を詳しく見る

と、計画準備１式、資料収集・整

理１式、治水対策検討１式、正常

流量検討１式、流域治水対策検討

１式、報告書作成１式となってい

る。

　履行期間は、2023年２月28日ま

で。総合評価の簡易型で、予定価

格が500万円を超える場合には、

技術提案の確実な履行の確保を厳

格に評価するため、技術提案の評

価項目に新たに「履行確実性」を

加えて技術評価を行うほか、予定

価格が500万円を超え1000万円以

下の場合、品質確保の観点から品

質確保の基準となる価格を定める

とともに、価格を下回って落札し

た業務は、業務の品質を確保する

ための対策を行う試行業務などと

なっている。

　参加資格を見ると、単体企業が

東北地方整備局の土木関係建設コ

ンサルタント業務。設計共同体の

場合は、単体企業に掲げる条件を

満たしている者により構成され同

局長から設計共同体としての競争

参加者の資格の認定を受けている

者。同種業務の河川整備計画に関

する業務か類似業務の河道計画に

関する業務を業務実績としてい

る。

　業務実績については、海外イン

フラプロジェクト技術者認定・表

彰制度により認定された海外実績

は、国内業務の実績と同様に評価

するとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県の公共事業継続評価の22年度

当初予算への反映状況は次の通

り。路線名等に続き①個所名②事

業期間③主な事業内容④総事業費

（千円）⑤21年度までの事業費⑥

21年度まで進捗率⑦総合評価⑧Ｂ

／Ｃ⑨政策への反映状況⑩22年度

予算額―の順。金額の単位は千円。

農林水産部　　　　　　　　　　

　〈経営体育成基盤整備事業〉

　▽真城南①奥州市②16～23年度

③区画整理59.3 、暗渠排水59.3

④1,511,000⑤1,225,552⑥81.1％

⑦ＡＡ⑧1.60⑨事業継続⑩35,000

　▽砂子①花巻市②20～29年度③

区画整理65.5 、暗渠排水65.3

④2,300,000⑤141,928⑥6.2％⑦Ａ

Ａ⑧1.17⑨事業継続⑩11,000

（つづく）

　東北地方整備局北上川ダム統合

管理事務所は22日付で、一般競争

となる御所ダム外堆積土砂掘削工

事を公告した。御所、四十四田の

各個所での堆積土砂の掘削や運

搬、残土処理を実施するもので、

29日までの申請書受け付けで、入

札締切は４月12日。開札について

は、５月20日を予定している。（関

連７面）

　案件の工事実施形態は、総価契

約単価合意方式、総合評価落札方

式（施工能力評価型・Ⅱ型）、契約

後ＶＥ方式の試行、４週８休以上

の現場閉所を実施する試行工事、

i-Constructionに基づき新技術を

活用する工事、生産性向上チャレ

ンジの試行対象など。

　施行地は雫石町西安庭地内外１

カ所で、2023年１月31日までの工

期を設定する。御所と四十四田で

の掘削・運搬・残土処理１式が工

事内容となっている。

　東北地方整備局の一般土木工事

Ｃ等級で、掘削または切土の工事

を施工実績としている。地域要件

に関しては、本県内に本社（本店）

があり、盛岡二次生活圏の盛岡市、

滝沢市、八幡平市、紫波町、矢巾

町、雫石町、岩手町、葛巻町に本

社（本店）、支店または営業所が所

在することなどを参加要件に付し

ている。


